
大宮商業高校で取り組む様々な検定試験 
商業科の授業の一環で挑戦するさまざまな検定試験ですが、具体的には次のような検定試験に挑戦しています。 

 

❶全国商業高等学校協会が実施する検定試験（＝おもにこちらの団体の検定試験を、原則全員受験としています） 

検定試験名 内容等 

ビジネス計算実務検定 
電卓を使い、利息・金利の計算、外貨の換算などといったビジネスの諸活動の基本となる計算技術を問う検定試験です。 

《取得の利点》計算能力の向上や実務能力の向上のみならず、電卓の多様な機能の活用技術が身に付きます。 

簿記実務検定 
常に“社会で役立つ資格”の上位に位置する、企業の経理や事務に必要な知識や技術を問う検定試験です。 

《取得の利点》企業の経営管理に関する知識や技術が身に着くだけでなく、進路を決める際に大きく道が拓けます。 

商業経済検定 
経済・マーケティング・流通・民法等の基本的な知識を問う検定試験です。 

《取得の利点》上記の基礎的な知識が定着するだけでなく、販売士検定３級の筆記試験の一部免除が受けられます。 

ビジネス文書検定 
パソコンを使い、文書作成ソフトの活用技術や、それに関連する知識を問う検定試験です。 

《取得の利点》キーボードからの素早い入力技術が身に着くほか、文書作成ソフトの応用的な活用方法が身に付きます。 

情報処理検定 

（ビジネス情報部門） 

パソコンを使い、表計算ソフトの活用技術や、それに関連する知識を問う検定試験です。 

《取得の利点》基本的な活用技術が身に着くだけでなく、関数やその他の便利な活用方法が身に付きます。 

                      ※全国商業高等学校協会主催の英語検定もあります。こちらは希望制での受験としています。 

 

❷その他の協会が実施する検定試験（＝希望者のみの受験としている場合が多いです） 

検定試験名 内容等 

簿記検定（日商） 
日本商工会議所が主催する簿記検定で、「日商簿記」の通称で知られています。本校では専門学校と連携を図りながら、夏期休

業中などを利用して集中的に講義を行っており、資格取得に対するサポートを全力で行っています。 

簿記能力検定（全経） 全国経理教育協会が主催する簿記検定です。 

MOS 検定 Microsoft Office Specialist 検定の略で、パソコンを使って行います。３年生「課題研究」の情報コースで取り組みます。 

 


